
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
技
術
を
共
同
研
究
開
発

サ
イ
ト
サ
ー
ベ
イ
不
要
、Ａ
Ｐ
が
自
動
制
御
で
最
適
化

ア
ラ
イ
ド
テ
レ
シ
ス
／
京
都
大
学

ア
ラ
イ
ド
テ
レ
シ
ス
（
東

京
都
品
川
区
、
大
嶋
章
禎
社

長
）
は
、
京
都
大
学
大
学
院

情
報
学
研
究
科
・
守
倉
研
究

室
（
守
倉
正
博
教
授
）
と
と

も
に
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
ア
ク
セ

ス
ポ
イ
ン
ト
（
以
下
Ａ
Ｐ
）

を
高
密
度
に
設
置
す
る
だ
け

で
、
Ａ
Ｐ
が
電
波
出
力
や
チ

ャ
ネ
ル
を
自
動
制
御
す
る
高

密
度
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
最
適
制
御

技
術
「
Ｎ
ｅ
ｔ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ

Ａ
Ｉ
」
を
共
同
研
究
開
発
。

同
技
術
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
事
前
の
サ
イ
ト
サ
ー
ベ

イ
（
電
波
調
査
）
不
要
で
、

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
導
入
や
サ
ー

ビ
ス
を
実
現
可
能
と
な
る
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
社
会
を
見
据
え
る

と
と
も
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
増
加
な
ど
に
伴
い
、
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
の
拡
大
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｐ

の
設
置
自
体
は
容
易
だ
が
、

電
波
出
力
な
ど
の
パ
ラ
メ
ー

タ
の
最
適
化
を
厳
密
に
行
う

際
に
は
、
サ
イ
ト
サ
ー
ベ
イ

に
よ
る
事
前
調
査
な
ど
の
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
が
必
要
と

な
る
。
だ
が
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
時
代

の
到
来
に
よ
っ
て
、
工
場
や

サ
ー
ビ
ス
現
場
が
常
時
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
接
続
さ
れ
、
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
の
導
入
や
拡
張
を
実

施
す
る
時
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
精
通
し
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
が

不
在
と
い
う
ケ
ー
ス
も
想
定

さ
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
下

で
は
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
エ
リ
ア

の
最
適
化
は
困
難
と
な
る
。

今
回
、
共
同
研
究
開
発
さ

れ
た
高
密
度
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
最

適
制
御
技
術
「
Ｎ
ｅ
ｔ
ｗ
ｏ

ｒ
ｋ

Ａ
Ｉ
」
は
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
精
通
し
た
エ
ン
ジ

ニ
ア
不
在
で
も
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

Ａ
Ｐ
を
高
密
度
に
設
置
す
る

だ
け
で
、
事
前
の
サ
イ
ト
サ

ー
ベ
イ
不
要
で
最
適
な
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
エ
リ
ア
の
構
築
を
実

現
し
た
も
の
。

「
Ｎ
ｅ
ｔ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ

Ａ

Ｉ
」
で
は
、
最
適
化
に
必
要

な
複
数
の
要
素
を
総
合
的
に

把
握
す
る
た
め
、
各
要
素
が

相
互
依
存
す
る
状
況
を
「
ゲ

ー
ム
理
論
」
を
使
っ
て
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
を
俯
瞰
。

経
済
学
の
「
ゲ
ー
ム
理
論
」

で
は
、
各
国
の
利
益
を
考
え

る
際
、
自
国
の
み
な
ら
ず
他

国
の
行
動
に
依
存
す
る
形
と

な
る
が
、
変
更
で
き
る
の
は

自
国
の
行
動
の
み
な
の
で
最

適
な
行
動
を
考
え
る
。
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
に
対
し
て
は
、「
品
質

を
高
め
る
た
め
に
ス
ル
ー
プ

ッ
ト
や
干
渉
を
良
い
状
況
に

し
た
い
が
、
変
更
で
き
る
の

は
自
分
の
通
信
チ
ャ
ネ
ル
の

み
」（
山
本
高
至
京
都
大
学
大

学
院
情
報
学
研
究
科
守
倉
研

究
室
准
教
授
）
と
い
う
ア
プ

ロ
ー
チ
で
研
究
。
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
の
最
適
化
を
図
る
場
合
、

干
渉
を
避
け
る
た
め
に
余
裕

の
あ
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
へ
の
変

更
を
試
み
て
も
、
こ
の
流
れ

は
ル
ー
プ
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
無
線
通
信
の

最
適
化
に
あ
た
っ
て
、
Ａ
Ｐ

の
観
測
情
報
の
み
に
基
づ
く

形
で
、
カ
バ
レ
ッ
ジ
ホ
ー
ル

を
発
生
さ
え
な
い
形
で
オ
ー

バ
ー
ラ
ッ
プ
を
低
減
。
チ
ャ

ネ
ル
設
定
に
関
し
て
も
、
オ

ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
面
積
が

最
小
と
な
る
も
の
を
各
Ａ
Ｐ

が
順
次
選
択
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
管
理
す
る
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

Ａ
Ｐ
が
各
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

の
重
複
を
図
り
な
が
ら
、
干

渉
を
避
け
る
チ
ャ
ネ
ル
を
適

用
。
従
来
は
各
Ａ
Ｐ
を
順
番

に
最
適
化
す
る
た
め
、
一
定

の
時
間
が
必
要
だ
っ
た
が
、

「
Ｎ
ｅ
ｒ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ

Ａ

Ｉ
」
技
術
に
よ
っ
て
、
時
間

を
短
縮
し
な
が
ら
、
安
全
し

た
通
信
を
可
能
と
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
で
き
る
。

ア
ラ
イ
ド
テ
レ
シ
ス
の
佐

藤
誠
一
郎
上
級
執
行
役
員
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
本
部
長
は
、

「
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
製
品
群
に
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
保
守
・
運
用

コ
ス
ト
を
削
減
す
る
技
術
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
を
高
め
る
技
術
を
融

合
。
京
都
大
学
と
共
同
研
究

開
発
し
た
新
し
い
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
も
融
合
す

る
こ
と
で
、
有
線
、
無
線
に

関
わ
ら
ず
一
元
化
、自
動
化
、

自
律
化
、
簡
素
化
を
実
現
し

て
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
時
代
を
見
据
え

た
具
体
的
な
イ
ン
フ
ラ
を
目

指
す
」
と
同
社
の
将
来
展
望

を
語
っ
た
。「
Ｎ
ｅ
ｔ
ｗ
ｏ
ｒ

ｋ

Ａ
Ｉ
」
は
、
今
後
半
年

程
度
を
か
け
て
実
装
、
評
価

を
進
め
て
い
く
予
定
。

ラ
ン
サ
ム
対
策
を
無
償
提
供

法
人
向
け
ツ
ー
ル
へ
補
完
的
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能

カ
ス
ペ
ル
ス
キ
ー

カ
ス
ペ
ル
ス
キ
ー
Ｌ
ａ
ｂ

（
日
本
法
人
＝
カ
ス
ペ
ル
ス

キ
ー
、
東
京
都
千
代
田
区
、

℡
０
３
・
３
５
２
６
・
８
５

２
３
）
は
、
法
人
向
け
に
ラ

ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
対
策
ツ
ー
ル

「K
a
sp

e
rsk

y
A
n
ti-

R
an

so
m
w
are

T
o
o
l

for
B
u
sin

ess

」
の
無
償

提
供
を
開
始
。
同
ツ
ー
ル
は

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
製
品
を
補
助

す
る
形
で
、
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ

ア
に
対
す
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

機
能
を
装
備
。
ラ
ン
サ
ム
ウ

ェ
ア
の
振
る
舞
い
を
特
定
し

て
、
検
知
す
る
こ
と
で
、
ウ

イ
ン
ド
ウ
ズ
デ
バ
イ
ス
を
保

護
す
る
。

ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
に
よ
る

被
害
は
、
今
年
に
入
っ
て
か

ら
も
深
刻
度
を
増
し
て
い

る
。
カ
ス
ペ
ル
ス
キ
ー
Ｌ
ａ

ｂ
の
調
査
で
は
、
過
去

カ
12

月
に
約

％
の
中
小
企
業
が

42

攻
撃
を
受
け
、
攻
撃
を
受
け

た
企
業
の

％
が
身
代
金
を

34

支
払
っ
て
い
た
。
だ
が
、
身

代
金
を
支
払
っ
た
企
業
の
18

％
が
デ
ー
タ
を
取
り
戻
せ
て

い
な
い
の
が
実
情
。
企
業
や

組
織
か
ら
は
、
ラ
ン
サ
ム
ウ

ェ
ア
に
対
す
る
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
へ
の
期
待
が
高
い
。

今
回
、
無
償
で
提
供
す
る

「K
a
sp

e
rsk

y
A
n
ti-

R
an

so
m
w
are

T
o
o
l

for
B
u
sin

ess

」
は
、
導

入
済
み
の
他
社
製
品
と
の
互

換
性
も
備
え
て
お
り
、
ラ
ン

サ
ム
ウ
ェ
ア
対
策
を
強
化
す

る
対
策
ツ
ー
ル
。
こ
の
中
核

と
な
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
２

つ
あ
り
、
１
つ
は
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
「K

asp
ersk

y

S
ecu

rity
N
etw

ork

」

（
Ｋ
Ｓ
Ｎ
）。Ｋ
Ｓ
Ｎ
で
は
同

社
の
数
百
万
ユ
ー
ザ
が
任
意

で
参
加
し
て
、
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
関
連
の
デ
ー
タ

ス
ト
リ
ー
ム
を
処
理
。
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す

る
情
報
を
世
界
規
模
で
共
有

す
る
と
も
に
、
同
社
の
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ス
が
迅
速
に
配
信
。
最
速
か

つ
最
高
レ
ベ
ル
の
保
護
を
維

持
す
る
。
２
つ
目
は
高
度
な

予
防
的
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
携

わ
る
「
シ
ス
テ
ム
ウ
ォ
ッ
チ

ャ
ー
」。Ｏ
Ｓ
の
フ
ァ
イ
ル
や

設
定
変
更
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

経
由
の
デ
ー
タ
変
換
な
ど
、

シ
ス
テ
ム
内
で
生
じ
た
全
て

の
重
要
イ
ベ
ン
ト
の
追
跡
を

行
う
。
各
々
の
イ
ベ
ン
ト
を

分
析
し
て
、
悪
性
の
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
を
ブ
ロ
ッ
ク
し

て
、感
染
を
防
ぐ
と
と
も
に
、

シ
ス
テ
ム
に
加
え
ら
れ
た
変

更
の
修
復
を
行
う
。
同
社
で

は
ツ
ー
ル
の
提
供
を
通
じ

て
、
キ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

実
力
な
ど
に
対
す
る
訴
求
を

進
め
て
い
く
。

迷
走
台
風

号
が
、東
北
・

10

北
海
道
の
各
地
に
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
。
北
海
道

に
接
近
・
上
陸
し
た
台
風
は
、

８
月
だ
け
で
６
つ
も
あ
る
。

沖
縄
な
ら
と
も
か
く
（
沖
縄

の
皆
さ
ん
ご
免
な
さ
い
）
北

海
道
と
は
…
…
！
と
う
と
う

こ
こ
ま
で
来
た
か
、
と
地
球

温
暖
化
の
行
く
末
が
心
配
に

な
っ
た
方
も
多
そ
う
だ
。
今

回
は
、
異
例
ず
く
め
の
今
年

の
台
風
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
。

［
異
例
の
経
路
を
と
っ
た
台

風

号
］

10台
風

号
は
、
見
た
こ
と

10

も
な
い
経
路
を
と
っ
た
。
８

月

日
に
八
丈
島
の
東
で
発

19
生
し
た
あ
と
、
迷
走
気
味
に

南
西
に
進
み
、
い
っ
た
ん
沖

縄
の
南
海
上
で
停
滞
。
そ
の

間
、
海
水
温
の
高
い
海
面
か

ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
い
上
げ

て
「
大
型
で
非
常
に
強
い
台

風
」に
発
達
し
た
。
そ
の
後
、

中
心
気
圧
９
４
０
ｈ
Ｐ
に
ま

で
発
達
し
な
が
ら
北
上
し
、

８
月

日
未
明
に
は
９
５
０

30

ｈ
Ｐ
の
強
い
勢
い
を
保
っ
た

ま
ま
房
総
半
島
の
東
沖
を
通

過
。
こ
の
勢
い
の
ま
ま
首
都

圏
を
襲
っ
た
ら
ど
ん
な
被
害

が
出
る
か
と
危
惧
し
た
が
、

台
風
は
そ
の
ま
ま
北
上
を
続

け
、

日
午
後
６
時
頃
岩
手

30

県
大
船
渡
市
に
上
陸
。
台
風

が
東
北
地
方
の
太
平
洋
側
に

上
陸
し
た
の
は
、
観
測
史
上

初
め
て
だ
と
い
う
。
そ
の
時

の
中
心
気
圧
は
ま
だ
９
６
５

ｈ
Ｐ
と
あ
ま
り
衰
え
て
お
ら

ず
、
最
大
風
速
も

ｍ
、
最

35

大
瞬
間
風
速

ｍ
の
強
い
勢

50

力
を
維
持
し
て
い
た
。
そ
の

後
、
岩
手
・
青
森
を
縦
断
し

北
海
道
の
南
端
を
か
す
め
て

日
本
海
に
抜
け
、
温
帯
低
気

圧
に
な
っ
た
。

こ
の
台
風
は
、
強
い
線
状

降
水
帯
を
伴
っ
て
お
り
、
台

風
本
体
の
他
に
こ
の
線
状
降

水
帯
下
に
入
っ
た
地
域
で

も
、
非
常
に
激
し
い
雨
が
長

く
続
い
た
。
こ
の
た
め
、
多

数
の
地
域
で
過
去
最
高
の
降

水
量
を
記
録
し
、
北
海
道
、

岩
手
県
の
ほ
か
、
青
森
県
と

島
根
県
の
計
４
道
県
の

水
10

系

河
川
で
堤
防
の
決
壊
、

20
浸
水
等
の
被
害
が
出
た
。

消
防
庁
の
発
表
で
は
、
こ

の
台
風
に
よ
る
被
害
は
、
９

月
１
日
現
在
、
死
者

人
、

11

行
方
不
明
３
人
な
ど
と
な
っ

て
い
る
が
、
北
海
道
と
岩
手

県
に
つ
い
て
は
な
お
確
認
中

と
さ
れ
て
い
る
。
死
者

人
11

の
う
ち
９
人
は
、
岩
手
県
岩

泉
町
の
高
齢
者
福
祉
施
設
の

お
年
寄
り
だ
っ
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
後
で
触
れ
る
。

［
北
海
道
に
台
風
が
６

つ
？
？
］

今
年
は
６
月
末
ま
で
は
台

風
が
全
く
発
生
せ
ず
、
そ
れ

自
体
が
統
計
開
始
以
来
２
番

目
に
遅
い
と
い
う
異
常
な
状

況
だ
っ
た
が
、
８
月
に
入
る

と
５
号
を
筆
頭
に
一
気
に
７

つ
の
台
風
が
発
生
。
そ
の
う

ち
８
号
を
除
く
６
つ
が
北
海

道
に
接
近
し
、
７
号
、
９
号
、

号
の
３
つ
は
上
陸
し
た
。

11

北
海
道
へ
の
接
近
・
上
陸
数

は
記
録
が
残
る
中
で
は
初
め

て
、
と
い
う
超
異
例
の
事
態

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
影
響

で
、
北
日
本
の
８
月
は
、
例

年
に
比
べ
て
異
常
に
降
水
量

が
多
く
、
お
か
げ
で
渇
水
が

心
配
さ
れ
た
首
都
圏
の
水
源

が
満
杯
と
な
る
と
い
う
恩
恵

も
あ
っ
た
。

台
風
の
発
生
す
る
場
所
も

お
か
し
い
。

号
は
八
丈
島

10

の
東
で
発
生
し
た
。
こ
の
付

近
の
海
面
温
度
が
台
風
発
生

に
必
要
な
く
ら
い
高
か
っ
た

た
め
だ
が
、
東
京
で
台
風
が

発
生
す
る
よ
う
に
な
る
と

は
、
一
昔
前
な
ら
夢
に
も
考

え
な
か
っ
た
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
今
年
の
夏
の

台
風
が
異
常
に
な
り
そ
う
だ

と
い
う
予
報
は
早
く
か
ら
な

さ
れ
て
い
た
。
今
年
は
ラ
ニ

ー
ニ
ャ
（
太
平
洋
赤
道
付
近

の
南
米
寄
り
の
海
水
温
が
平

年
よ
り
低
い
現
象
）
か
ら
、

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
（
同
海
域
の

海
水
温
が
平
年
よ
り
高
い
現

象
）
に
移
り
変
わ
る
時
期
に

当
た
る
と
予
想
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
た
め
世
界
的
に
異

常
気
象
が
多
発
す
る
恐
れ
が

あ
る
と
さ
れ
、
特
に
台
風
は

太
平
洋
の
海
水
温
の
高
低
分

布
の
影
響
を
直
接
受
け
る
た

め
、
異
常
に
な
る
可
能
性
は

高
い
と
さ
れ
て
い
た
。ま
た
、

北
海
道
に
台
風
が
多
数
襲
来

し
た
理
由
は
、
太
平
洋
高
気

圧
が
例
年
に
比
べ
て
北
東
に

停
滞
し
、
一
方
、
日
本
海
に

は
冷
た
い
空
気
の
塊
（
寒
冷

渦
）
が
発
生
し
た
た
め
と
さ

れ
て
い
る
。

と
い
う
わ
け
で
、
こ
の
台

風
の
異
常
も
気
象
学
的
に
は

説
明
で
き
な
い
こ
と
は
な
い

よ
う
だ
が
、
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
か

ら
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
へ
の
遷
移

は
昔
か
ら
繰
り
返
さ
れ
て
来

た
現
象
な
の
で
、
そ
れ
だ
け

で
は
気
象
庁
が
「
過
去
に
例

が
な
い
異
例
の
事
態
」
と
驚

く
理
由
に
は
な
ら
な
い
。
や

は
り
「
地
球
温
暖
化
に
伴
う

異
常
気
象
が
こ
こ
ま
で
来

た
」
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

［
異
常
気
象
を
「
想
定
外
」

と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
く

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
］

冒
頭
、
台
風

号
に
よ
る
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堤
防
決
壊
で
、
岩
手
県
岩
泉

町
の
高
齢
者
福
祉
施
設
の
お

年
寄
り
が
多
数
亡
く
な
っ
た

と
書
い
た
。
こ
の
施
設
は
小

本
川
の
側
に
あ
り
、
こ
の
川

が
氾
濫
す
れ
ば
浸
水
危
険
が

あ
り
そ
う
に
見
え
る
。だ
が
、

報
道
に
よ
れ
ば
、
施
設
が
あ

る
あ
た
り
は
水
防
法
に
基
づ

く
洪
水
浸
水
想
定
区
域
に
指

定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
た

め
、
こ
の
施
設
に
は
同
法
に

基
づ
く
避
難
計
画
策
定
の
努

力
義
務
が
か
か
っ
て
い
な
か

っ
た
。
岩
泉
町
が
避
難
指
示

を
出
す
の
が
遅
れ
た
と
い
う

報
道
も
あ
り
、
結
果
的
に
、

堤
防
が
決
壊
す
る
と
避
難
す

る
間
も
な
く
入
居
者
が
濁
流

に
飲
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

県
に
よ
る
浸
水
想
定
区
域

の
指
定
、
施
設
の
避
難
計
画

の
作
成
、
町
に
よ
る
避
難
指

示
な
ど
は
、
台
風
に
襲
わ
れ

る
可
能
性
が
高
い
地
方
な

ら
、
当
然
な
さ
れ
て
い
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
ま

で
強
い
台
風
に
襲
わ
れ
た
こ

と
が
な
い
こ
と
が
油
断
を
呼

び
、
多
数
の
犠
牲
者
を
出
す

こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
言
っ

て
も
よ
さ
そ
う
だ
。

だ
が
、
台
風
の
異
常
は
今

年
だ
け
の
こ
と
だ
ろ
う
か
？

こ
の
異
常
が
地
球
温
暖
化
の

せ
い
だ
と
す
れ
ば
、
今
後
も

繰
り
返
さ
れ
る
可
能
性
は
高

い
だ
ろ
う
。

水
防
法
に
基
づ
く
浸
水
想

定
区
域
に
限
ら
ず
、
様
々
な

自
然
災
害
の
危
険
地
域
を
予

測
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が

各
地
で
作
ら
れ
て
い
る
。
作

成
の
際
に
は
過
去
の
デ
ー
タ

を
基
に
し
て
作
る
の
が
普
通

だ
が
、
昨
今
の
異
常
気
象
の

多
発
を
考
え
れ
ば
、
過
去
の

デ
ー
タ
に
頼
る
だ
け
で
は
不

十
分
だ
。
こ
の
こ
と
は
以
前

か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
の
だ

が
、
今
回
の
高
齢
者
の
被
害

で
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

今
回
の
台
風

号
の
被
害

10

を
契
機
に
、
各
地
の
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
も
、
異
常
気
象
の

常
態
化
を
前
提
に
、
見
直
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
だ
と

思
う
。

台
風

号
の
被
害
と
異
例
ず
く
め
の
今
年
の
台
風

10
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「
迷
惑
防
止
」
機
能
を
搭
載

呼
出
音
前
に
通
話
録
音
を
警
告
す
る
電
話
機
発
売

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
（
大
阪
府

門
真
市
、
℡
０
１
２
０
・
８

７
８
・
９
８
３
）
は
、
被
害

の
多
い
振
り
込
め
詐
欺
や
迷

惑
電
話
対

策
に
対
す

る
「
迷
惑

防
止
」
機

能
を
強
化

し
た
、
デ

ジ
タ
ル
コ

ー
ド
レ
ス

電
話
機

「
Ｒ
Ｕ
・

Ｒ
Ｕ
・
Ｒ

Ｕ
」Ｖ
Ｅ
‐

Ｇ
Ｄ

シ
35

リ
ー
ズ
を

９
月

日
15

に
発
売
。

固
定
電

話
へ
の
振

り
込
め
詐

欺
や
迷
惑
電
話
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
が
、
新
製
品
で
は

こ
う
し
た
問
題
に
対
処
す
る

「
迷
惑
防
止
」機
能
を
搭
載
。

呼
出
音
が
鳴
る
前
に
、
相

手
に
通
話
内
容
を
録
音
す
る

旨
の
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
自

動
的
に
流
す
こ
と
で
、
迷
惑

電
話
の
着
信
件
数
の
減
少
が

期
待
で
き
る
。
迷
惑
電
話
に

よ
る
被
害
回
避
の
た
め
、
呼

出
音
と
迷
惑
電
話
へ
の
注
意

喚
起
を
促
す
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

交
互
に
繰
り
返
す
こ
と
も
可

能
。「
迷
惑
防
止
」機
能
は
、迷

惑
防
止
ボ
タ
ン
を
長
押
し
す

る
だ
け
の
簡
単
設
定
。
電
話

に
応
答
し
た
時
に
は
、
通
話

が
１
件
（
最
大
で
約

分
）

10

録
音
さ
れ
、
電
話
応
答
す
る

ご
と
に
上
書
き
。
ナ
ン
バ
ー

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
契
約
を
し
て

い
る
場
合
、
親
機
に
登
録
済

の
番
号
か
ら
着
信
の
際
に
は

迷
惑
防
止
機
能
が
働
か
な
い

た
め
、安
心
し
て
通
話
可
能
。

万
一
、「
迷
惑
防
止
」
機
能

を
設
定
し
て
い
な
い
時
も
、

呼
出
音
が
鳴
っ
て
い
る
時
に

あ
ん
し
ん
応
答
ボ
タ
ン
を
押

せ
ば
、
相
手
に
名
乗
っ
て
も

ら
う
た
め
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

流
せ
る
「
あ
ん
し
ん
応
答
」

機
能
を
利
用
で
き
る
。

特
定
の
相
手
か
ら
の
迷
惑

電
話
を
拒
否
し
た
い
場
合
、

最
大
３
０
０
件
ま
で
番
号
登

録
が
可
能
。
こ
の
他
、
開
閉

セ
ン
サ
や
ド
ア
セ
ン
サ
と
も

連
携
で
き
、
人
感
セ
ン
サ
付

き
の
子
機
も
別
売
で
提
供
。

色
は
ホ
ワ
イ
ト
／
ネ
イ
ビ
ー

ブ
ル
ー
の
２
種
類
か
ら
選

べ
、
親
機
と
子
機
１
台
／
子

機
２
台
の
組
み
合
わ
せ
を
用

意
。
オ
ー
プ
ン
価
格
。


